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副代表理事　金井政春
正月気分が覚めきれぬ中、1 月１１・１２日新

年の熱い思いに促され “ 初めて ” 中同協幹事会に

参加してきました。中同協より鋤柄会長をはじめ

１６名、各県の代表理事、副代表理事、事務局長、

４４同友会１３４名の参加で開催されました。

会場は東京・中野サンプラザでした。

私は第２グループで１番前の真中のテーブルで

した。グループ分けは同規模会員数を基準に別け

られていて、中同協広浜幹事長、秋田、奈良、島

根、山口の代表理事、福井、高知、宮崎の事務局

長でした。

１日目は「情勢論議と同友会運動の展望」とい

う大テーマで、情勢説明を駒澤大学　吉田敬一先

生が話されました。

２０１３年の情勢については、再び自民党政権

に変わり円安が進み、株価は 1 万円を超えて景気

回復を思わせるが、多くの企業が海外生産に移行

している環境において円安メリットはあまり期待

できない。根拠無しの円安、株価高であり日本の

力でなくグローバル、投機的なものと捕らえるべ

きとの事でした。

景気回復が危ぶまれる中、同友会会員企業は３

つの目的、労使見解、経営指針づくりの取組をよ

り深める必要があり、同友会が牽引役となり持続

可能な地域経済社会づくりに貢献して欲しいとの

報告がありました。

続いて、「時代の期待にこたえられる同友会の

役員と事務局の育成」というテーマで中同協広浜

幹事長より問題提起がありました。その中で印象

的だったのは、同友会運動の年々の拡大、レベル

アップに伴い、従来の取組では厳しくなっている

こと。そこで求められるのは「ビジョン」「役員・

事務局の質と量」「自主的・主体的活動」との事

でした。又、役員と事務局がしっかりと論議し、

合意形成をすることが大切で、活動の広がりが出

てくると役員の自主的・主体的な活動が必要に

なってきますが、活動がブレないように体系的で

継続的な役員研修会を開催していくことが重要と

の報告でした。

会社でもリーダーの資質により同じ様な環境、

同じ様な条件で仕事をしても成果、業績が違うこ

とが多くあります。急激に環境が変わっていく中

においては、常にリーダーの資質の向上に努める

必要性を強く感じました。

長崎同友会においても役員研修会等を積極的に

開催し、役員の方の資質をより高め委員会活動の

強化を図り、会員各位の役に立つ同友会を目指し

たいと思いました。
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　今回は㈱ウィンプランツ代表取締役古里久則さ

んに報告していただきました。

　古里さんは姫路の理美容専門学校を卒業後、理

容店、美容店勤務を経て長崎に戻り美容店を開業

します。その後店舗を増やしていきながら美容業

界の革新を目的に新業態開発にも着手。みなさん

ご存知のジャスカットは、理容市場縮小の下、床

屋の数が減少していく現状で男性客の受け皿とし

て美容室と床屋の中間的な位置づけとして開発さ

れたお店だそうです。また、現在もシニア層を

ターゲットとした店舗開発をされていらっしゃい

ます。

　今回の報告でユニークだなと感じた点は、

２０２０年・１００店舗・１００人の経営者を目

標に掲げ、別会社化、新会社の立ち上げ、暖簾分

けと形態は様々ですが、これまでに７人の経営者

を生み出している点です。美容業界という特異性

（独立志向が高い）もあるのでしょうが、採用面

接時にはもう「いつ独

立したいのか？」と聞

かれるそうです。なる

ほど、こういう経営目

標もすばらしいなと新

たな学びを得ることが

できました。

　報告が始まると同時

に、会場の雰囲気を明

るくさせる古里さんの

人柄。丁稚奉公時代、両手に深いひび割れを負い

痛みに耐えながらも「おれは将来成功するために

今頑張ってるんだ」と考えるプラス思考。ＲＯＩ

などの経営指標を活用しながら投資判断をおこ

なったり、徹底したマーケットリサーチをした上

で新規出店を判断されたりと、このように生まれ

持ったパワーだけではなく、理論に基づいた経営

手法を駆使して、ここまで歩んでこられたという

報告を聞くことができ、今例会は非常に学びの多

いものとなりました。

　このたびは、大変貴重なお話をお聞かせいただ

きありがとうございました。感謝申し上げます。

（文責　山崎　功）

　今回の例会報告は、濱田利夫さんです。濱田さ

んの会社「ユニオンソフト株式会社」はコンピュー

ターソフトの開発会社です。

　濱田さんは、同友会の理念の一つである「人間

尊重の経営」にあこがれて、会社を起業されたそ

うです。

報告の趣旨は、

①起業されるまでのいきさつと同友会入会の

きっかけ。

②大手メーカーの商品の販売権の獲得

③パソコン用業務ソフトの隙間を発見しそれに

特化したソフト開発。

④販売先の確保（大手ソフト会社の販売網にの

せてもらう）。

⑤売上を追う経営から、利益を増やす経営への

転換。

⑥特定な大手企業に依存しない、新たな販路構

築への取り組み。

長崎支部 浦上地区会 例会報告
日 時 １月２９日（火）午後６時３０分
会 場 ギャラリーヘキサ
テ ー マ 「人の喜び、我が喜び」

報 告 者 （株）ウィンプランツ　代表取締役
　古里　久則　会員

長崎支部 出島地区会 例会報告
日 時 1月２３日（水）午後６時３０分
会 場 サンプリエール

テ ー マ
「人を生かす経営をめざして、今は道なかば」
〜社員は売り上げの道具ではない。
　社員を「活かす」から「生かす」へ〜

報 告 者 ユニオンソフト（株）　代表取締役
　濱田　利夫　会員
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ホームページのバナー広告を
募集しています！
●お問い合わせ●
事務局まで

（月５００円です）

⑦後継者にバトンタッチするまでの方向性。

⑧電子記録債権制度の中小企業の恩恵と必要

性。

⑨愛知同友会の活動の手引きの「三位一体」の

活動紹介

　この話の中で、大半の社員の退職、経営の悪化、

大手ソフト会社との立ち位置の相違による問題な

どをそれぞれ丁寧に解決され、現在は、新商品電

子記録債権管理ソフト「電子債権の達人」の２月

からの販売の準備に至っています。

　このバックボーンには、明確な経営理念と経営

方針がうかがえる内容でした。

　さて、グループ討論のテーマは「同友会と会社

経営をどうリンクさせてますか？」でした。発表

の内容では、

・濱田さんの同友会活動と会社経営がリンクし

ている点に共感。

・色々な経営者との出会いが勉強になる。

・入会前は必要性を感じなかったが今は無くて

はならないもの。

・毎日のモチベーションを保つことができる。

・経営指針を真剣に取り組むことが必要。

・例会で学んだことを実践する。

・後継者が決まったら同友会に入会させる。

など、自社と同友会活動をリンクさせる発言が目

立ちました。

　現在、濱田さんは「人間尊重の経営」の一つと

して社員の福利厚生にも力を入れています。

　濱田さんの報告内容もさることながら、出島地

区会の例会参加者の意欲的な発言を聞くに、今後

さらなる長崎同友会のレベルアップが予見できま

した。

　同友会活動の充実を会員みんなで構築しようと

意見がまとまりました。

　参考までに濱田さんの口癖。

　会社経営でミスをしない為に、同友会でたくさ

ん恥をかく。他県並みの同友会レベルに達するた

めの活動の改善・改革には、多少辛口の意見と行

動も必要、誰もやらないなら自分がやる。

　濱田さんの日頃の同友会活動の一部として長年

にわたっての役員や県の経営指針づくり委員会へ

の講師としてのかかわり、また、出島支部長を長

年つとめての取り組みは、例会での会員による経

営体験報告の定例化および全国大会レベルでの例

会の運営です。３月には、北海道同友会で例会報

告をされるということです。濱田さんにはこれか

らも、色んな形で同友会にかかわっていただきた

いと思います。

　最後に、本文を読まれている会員様に。長崎同

友会をもっともっと良くするためにも、例会のみ

ならず委員会活動を活性化し積極的に参加しま

しょう。

（文責　大﨑悠史）



─ 4─

　今回の例会は㈱長崎経済研究所の中村政博さん

にご報告いただきました。

　㈱長崎経済研究所は十八銀行のグループ会社

で、長崎県の経済・社会・産業動向などに関する

調査研究及び企業経営や県民生活のお役立ち情報

をご提供されています。

　長崎の経済の特徴：経済規模は全国の約１％、

九州の約一割でＧＤＰは４．３兆円。主な移輸出

産業は造船・電気機械、観光、水産、農業など。

製造業は造船、一般・電気機械、電子部品が主力

で、特に造船は全国屈指の規模・集積となりま

す。年間観光客は２８００万人、観光消費額は

２７００億円。水産業の全国シェアは６％強で、

全国第２位の規模となります。サービス業などの

第３次産業が全国に比べて高い産業構造です。

　産業別でみると全国では横ばいの製造業が、造

船・電気・機械など一部の業態で高い伸びを記録

している。

　現在約１４０万人の人口は減少傾向にあり、

島原支部  例会報告
日 時 １月１７日（木）午後７時
会 場 ホテル南風楼

テ ー マ 『長崎経済の現状』
　〜活性化への取り組み〜

報 告 者 （株）長崎経済研究所　取締役調査研究部長
　中村　政博　氏

　今月の大村支部例

会は、夕刻より例年

に引き続き永冨孝二

さんが経営される「居

酒屋よっとこ」にて

慶祝例会として開催

されました。

　それに先立ち、早

朝より富松神社にて、

還暦のお祝いと厄入り・厄払いの厄除け祈願がお

こなわれました。今回、還暦を迎えられた富永栄

一郎さん、厄払いが山口佳彦さんと山本進さん、

そして北村貴寿さんが厄入りされました。当日は

支部長宮田さんをはじめ数名の方にご参列いただ

き、無事お払いをしていただいてまいりました。

富永さんには益々ご健勝いただき、厄入りの北村

さんには、この一年大事無く健康に気を付け、来

年無事に払いができますようお祈り致します。厄

払いの山口さんと山本さんには後厄がありますの

で、この一年を無事に過ごしていただきたくお祈

り申し上げます。

そして夜の慶祝例会では、一通りの例式の後今年

一年の更なる発展を願うべく盛大に宴が催されま

した。そしてこれも恒例になります昨年の反省か

ら今年の抱負や目標などの発表を交えながら、楽

しいお酒が酌み交わされておりました。

　最後は大塚さんの一本締めで締めくくっていた

だき、この一年が皆様にとって素晴らしいスター

トが切れたのではないかと思います。

（文責　小濱新二）

大村支部  例会報告
日 時 １月１８日（金）午後６時３０分
会 場 居酒屋　よっとこ

内 容
慶祝例会
〜昨年の振り返りと新年の抱負・
　今年もいい年にしよう〜
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　今月は報告者

の大村支部政策

委員長である富

永栄一郎さんと

大村支部長の宮

田さんがテーマ

である『中小企業

振興基本条例』と

いう硬いイメー

ジをより分かり

やすく説明する

為に、これまで何

度か報告した経

験を生かしパネ

ルディスカッション形式を取り入れ行なわれまし

た。

　大村市中小企業振興基本条例の制定に向けてこ

れまで大村支部がどのようなプロセスで何を目的

に活動しているのか、我々中小零細企業がどのよ

うなメリットを享受できるのかそして現状の問題

点等を分かり易く報告していただいたので、報告

を聞いた会員も「分かり易かった」という声が多

く寄せられました。

　グループディスカッションでは『条例は諌早に

必要か？』とのテーマで活発に議論され様々な意

見が出ていました。

　五島市より参加いただいたオブザーバーから

「五島にも是非作ってほしい」と切実に願う声も

あり、『中小企業振興基本条例』をより身近に感

じる事が出来る例会でした。

　今回の例会では新入会員承認式が行われ、更に

嬉しい事にオブザーバー１人より入会申込書の提

出がありました。徐々にですが目標６０名に向け

て会員数も増えて来ています。また五島支部設立

にも触れ、より機運も高まってきている様です。

（文責　村山和幸）

諫早支部  例会報告
日 時 １月２５日（金）午後７時
会 場 諌早観光ホテル　道具屋
テ ー マ 『中小企業振興基本条例』は本当に必要なのか？

報 告 者

（株）富建　代表取締役副社長
　富永　栄一郎　会員

（株）ミヤタ　専務取締役
　宮田　正一　会員

２０４０年には１００万人割れをする見通しと

なっています。

　その要因として雇用の減少に伴う社会的流出が

あり、このまま推移すると少子高齢化が進み個人

消費者が縮小、県内需要の衰退に繋がると危惧さ

れています。

　そしてこれらの問題を打開すべく民間７団体に

よる横断的な経済活性化に向けた【長崎サミット

プロジェクト】が発足されました。「みんなでつ

くろう元気な長崎」のスローガンのもとで、地域

の経済状況を捉え、将来展望を確認し、危機感を

共有して施策を実施するという活動です。

　そのなかで関係団体・関係者の連携強化（組織

運営、ＰＤＣＡ）、応援団・仕掛け活動の拡大（事

務局の設置・会員制導入）、個別課題対策の具体

化（新幹線西九州ルートの認可・着工支援、客船

建造態勢支援・長崎かんぼこ王国設立）という実

績が生まれたそうです。

　現在県内ではインフラ整備や都市再開発、再生

可能エネルギーへの取り組みなどが進められてい

ますが、私達一人ひとりも意識を高めて経済活性

化に向けて尽力するべきだと再認識できた報告で

した。

( 文責　川上貴弘 )
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池野会員（北松浦支部） 太田会員（長崎支部 出島地区会）

　新年あけましておめでとうございます。

　平成２５年最初の例会は毎年恒例の慶祝例会で

始まりました。今年の慶祝の該当者は古希が古賀

良一さんで還暦が松尾慶一さん・原耕三さん・平

田真由美さんで厄入りが竹永正之さんの合計６名

の方々です。

　午前の部は例年通りに八幡神社へ参拝に行き、

御祈祷をしていただきました。その時の宮司さん

のお話の中で何でも悪いことが起これば（自分の

不注意でも）厄のせいにしてしまいがちですがネ

ガティブにならずに健康には留意してお過ごしく

ださいと言われていましたのでその通りだと思い

ました。

　午後の部は魚魚の宿（小松屋さんの宿）で開催

されました。

　まずは、川下さんの佐世保支部１００名を達成

させましょうとの思いを強く訴えられました。佐

世保支部会員も日頃から１００名達成のために頑

張っていますので今期中に１００名を達成できる

ものと思います。

　続いて、松尾代表の挨拶では長崎県全体で

５００名を達成させて来期は６００名を達成させ

ましょうと熱い思いの年頭の挨拶と乾杯の音頭で

宴会が開始されました。

　本日の料理は、舩津大輔さん直々に腕を振るっ

ていただき、すばらしく豪華な内容でした。その

中でも特に舩津さん自身にお鮨を目の前で握って

いただき皆さん大変喜んでおいしくいただかれて

いました。

　そして、「はっさく」による懐かしいフォーク

ソングを聴き「開田隊」の楽しい踊りで大変盛り

上がりました。

　その後、会員による今年の豊富を壇上にて述べ

ていただき、その中でも家族と自身の健康に関す

ることが特に多かったです。

　中には結婚宣言をされた会員がおられたので皆

で祝福いたしました。

　未だ経営環境は厳しいですが皆さん今夜は楽し

く過ごすことが出来ましたので、今年も一年明る

く楽しく頑張っていけると思います。

（文責　中島禎雄）

佐世保支部 例会報告
日 時 １月１９日（土）午後７時
会 場 魚魚の宿
内 容 慶祝例会
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　今月の例会はサ

ンパーク吉井にお

いて親和銀行佐々

支店、支店長の豊

増信作さんにご報

告をいただきまし

た。

　 報 告 テ ー マ は

「金融機関から見

た地域への提案」

といたしまして、

前段に共育委員長

の堤さんより報告

者紹介があり、佐世保市のご出身ということで参

加者一同、一層親しみが湧きました。レジュメの

表紙にも自分から見ての県北地域のナイススポッ

トを自身の撮影された写真を使用してご紹介いた

だき、常に各地を回られていて研究熱心な方とい

う印象を受けました。

　報告の中では、地域毎の基礎データを一枚の

シートに纏めたものを説明していただき、非常に

解り易い資料で、参加者からは面積や人口密度な

ど自分の地域の内容をそれぞれ見比べ、「なるほ

ど」と納得いたしました。

　発展しやすい地域としにくい地域の差が明確に

なり、後半の自然や産業、名産品イベントなどの

項目を埋めていくと、自分の地域の強みや弱みが

解ってくるようになっております、また地域の豊

かさとして、金、健康、愛というふうに分けて地

域を見直してゆくと、なお一層目標設定などがで

きやすくなって非常に良くできておりました。

　その後昨年からの政権交代に伴う経済情勢や、

国会解散後の株価の変動、安倍政権が打ち出した

２％インフレ目標とその後の情勢予想など、現在

の経済界の成り行きを解り易く説明していただき

ました。

　そして基本は地域の為になる企業づくり、自分

が商売することによって地域が発展するような事

を考えて商売をする、住み易い、住みたくなるよ

うな街づくりを考えていきましょう、その為には

「儲かる会社をつくること」これが一番の地域貢

献になりますという事でした。

　今月は地元銀行の支店長の報告と言う事で、オ

ブザーバーの方も沢山見えられて、会員拡大にも

つながる充実した例会でした。

（文責　山口庄重）

　１月例会は今年度まで青経会長を務められてい

る西村さんに報告いただきました。

　家業の自動車整備工場に入社する前のお話から

始まり、継ぐつもりはなかったが大型自動車を運

転したいがため、バイト感覚で入社し夜の仕事も

しながらなんとなく実家を手伝っているという感

覚からある事件（メーカーでさえ修理できないと

言われた車を父親が直してしまったのを見た時の

感動）をきっかけに真剣に仕事に取り組むように

なりました。そして、次第に自分の会社を良くし

たいという思いが湧き、整備士の資格を取られた

り電気関係の外注費が多いことに気づき電気の勉

強をして自分で作業をすることで、経費の削減を

行ったそうです。また、会社の改善をするうちに

【４つの課題】

　①工場・事務所・代車などが汚い。

北松浦支部  例会報告
日 時 １月２４日（木）午後７時
会 場 サンパーク吉井
テ ー マ 「金融機関から見た地域への提案」

報 告 者 （株）親和銀行　佐々支店支店長
　豊増　信作　氏

青年経営者会 例会報告
日 時 １月２２日（火）午後７時
会 場 プライムステージ
テ ー マ 「私の履歴書」

報 告 者 中央自動車整備
　西村　繁彦　会員（長崎支部 浦上地区会）
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　②接客や挨拶が良く出来ていない。

　③工場内の整理整頓が出来ていない。

　④お客様に対する対応や態度が悪い。

を見つけ改善に取り組みますが、なかなか社員の

方や社長に理解してもらえず自分だけが掃除など

をする日々が続きました。お客様からのお褒めの

声で社長にも少しずつ理解され変わりつつあった

なか、自分と社員との仕事の仕上がりに違いがで

き、お客様からのクレームが発生しその解決のた

め社員が行った仕事のチェックをしなければなら

なくなり、課題改善を行う時間が作れなくなって

しまっているが、また少しずつでも前進していき

たいと話されていました。西村さんの心の中の思

いをぶつけるようなお話に参加された方達は皆聞

き入っておられました。

　報告後のグループディスカッションではテーマ

の「あなたの会社に欠点はありますか？もしあ

ればそれをどのように改善しようとしています

か？」については、同族経営なので家族間での意

思決定などが難しいや、社員に対してのコミュニ

ケーションや教育に対しての悩みなど幅広い問題

点が出され、それについての改善策を皆で考えら

れていました。今回は来月例会に参加させていた

だく大村支部より支部長の宮田さんはじめ報告者

の北村さん、そして出口さんの三名の方がお越し

下さり例会の案内をして下さいました。多くのオ

ブザーバーの方にも参加していただきとても活気

のある例会が出来たのではないかと思います。

（文責　山口善也）

会
員
活
躍 （「同友おおいた」２０１２. １２. １　№１５４）

長崎支部 出島地区会　中村こずえさん

が、大分同友会の経営フォーラムで報

告されました！！
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徳勝会員（佐世保支部）

新入会員・交代の皆さんです （敬称略）

＜１月入会＞

支 部 名 長崎（浦上地区会）

氏 名 竹
たけした

下　順
じゅんこ

子

企 業 名 和風すなっく  すみれ

役 職 名 代表者

企 業 住 所
〒８５２−８１５４
長崎市住吉町１１−１５　１Ｆ

Ｔ Ｅ Ｌ 095-842-1919

業 種 飲食業

企 業 Ｐ Ｒ
明るい照明で家庭的な社交場です。美味しい料理とお
酒をお楽しみください。

スポンサー 辻村　栄蔵

支 部 名 長崎（出島地区会）

氏 名 大
おおくし

串　昭
あきよし

嘉

企 業 名（株）アクタス

役 職 名 代表取締役

企 業 住 所
〒８５２−８１４１
長崎市畦別当町３６３番地

Ｔ Ｅ Ｌ 095-848-9922 Ｆ Ａ Ｘ 095-801-4334

業 種 自動車販売、整備、タイヤ、損害保険

企 業 Ｐ Ｒ

会社名での由来でもある「action」、つまり行動すると
いう行動理念で、お客様に積極的にアプローチする顧
客目線の会社です。

スポンサー 飯田　義則

支 部 名 長崎（出島地区会）

氏 名 浦
うらかわ

川　公
き み よ

巳好

企 業 名（有）こじま

役 職 名 取締役

企 業 住 所
〒８５１−０１３４
長崎市田中町２７９−１

Ｔ Ｅ Ｌ 095-833-0088 Ｆ Ａ Ｘ 095-833-0888

業 種 角煮製造・卸・小売業・飲食業

企 業 Ｐ Ｒ

豚の皮付 3枚肉を仕入れ、入念に処理し割烹料理店の
職人が積み足した秘伝のたれでじっくり煮込み厳しい
検査を受けた角煮を、一品一品お客様の所までお届け
します。

スポンサー 井口　達宣

支 部 名 諌　早

氏 名 原
はらぐち

口　浩
こ う じ

二

企 業 名 原口浩二税理士事務所

役 職 名 所　長

企 業 住 所

〒８５４−０００６
諌早市天満町１９−１４
リバーサイドマンションⅠ ８０２号

Ｔ Ｅ Ｌ 0957-42-4565 Ｆ Ａ Ｘ 0957-42-4565

業 種 税理士業

企 業 Ｐ Ｒ

相続税・マイホームの税金・土地譲渡の税金・土地の
有効活用・アパートマンションオーナーの税金問題・
同族会社の税金問題はお任せください。

スポンサー 村山　和幸

＜交　代＞
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会員企業の皆様で制作されたチラシを広報
誌と一緒に会員に配布するサービスを始めま
した。

毎月１０日迄に事務局宛お届け下さい。発送
は毎月１５日〜２０日に行います。支部指定
も出来ます。
Ａ４チラシ１枚５円です。Ａ３チラシは２枚分
となります。ご利用お待ちしております。

折込サービス開始！

　１０年ほど前にから企業における
Ｗｅｂサイトの役割が変わってきた事は

ご存知でしょうか？ユーザの意識の変化が原因な
のですが、ユーザはインターネット上に存在する情
報を『ただ見る』状態から、『目的に応じて使いこ
なす』ように変わりました。もともとインターネッ
トに接続するということは、ユーザ側から費用と労
力を負担することになります。例えば、時刻表を知
るために鉄道会社のＷｅｂサイトを訪れる、値段を
調べるためにショップのＷｅｂサイトを訪れる、就
職活動をするために企業のＷｅｂサイトを訪れるな
ど、Ｗｅｂサイトに訪れる人が、自ら抱える問題を
解決するために様々なＷｅｂサイトにアクセスする
ようになりました。検索エンジン（Ｙａｈｏｏや
Ｇｏｏｇｌｅ）なども拍車をかけ、インターネット
全体がユーザにとっての巨大な辞書、つまり『問題
解決のツール』になっていきました。
　企業側からすると、Ｗｅｂサイトはビジネス上の
重要なチャンネルとして戦略的に位置づけられ、い
かにしてユーザとのリレーションを築くのか課題に
なります。Ｗｅｂサイトを通してユーザの抱える問
題を解決することで、さらにユーザが抱える別の問
題（潜在的な問題）が解決されます。こういった『ユー
ザと企業との循環を生み出すこと』がＷｅｂサイト
の機能そのものです。
　企業にとってユーザとの接点といえば「店舗」「営
業マン」「広告」「コールセンター」など実に様々で
す。多くの企業は、自分が出したい情報やしたい事
を企業側の都合でＷｅｂサイト上に展開させ、ユー
ザにとって「機能しないＷｅｂサイト」 「戦略のな
いＷｅｂサイト」をつくってしまいがちです。「イ
ンターネットは詳しくないから」といっておよび腰
になる経営層も少なくありません。建築士の免許が
なくても店舗運営戦略が立てられるように、Ｗｅｂ
サイトやインターネットだけを特別なものとして扱
うこと自体がおかしいのです。
　企業にとってのＷｅｂサイトは、「建築物」「紙面」
と同様、単なる「器」に過ぎません。Ｗｅｂサイト
戦略とは、本質的に「営業」「顧客サポート」 「（社
内外の）システムインフラ」などといった複数の重
要な戦略にまたがるものです。そのため、全社合意

の意思決定にもとづく戦略策定と、全社規模で戦略 
を実行するための実施計画が重要になります。
　では、企業Ｗｅｂサイトに求められるものとは、
Ｗｅｂサイトで大幅な実績が見込める業種はいいと
して（成功事例はたくさんあるからです）、見込め
ない業種では、Ｗｅｂサイトを持つこと自体意味が
あいまいで、戦略がありませんでした。過去の傾向
としても、エンターテイメント系などコンテンツの
面白さやＷｅｂサイトの世界では目新しい技術を
使ったコンテンツの話題性に重きを置く企業が多く
ありました。ところが２００８年ごろから消費者か
らの厳しい視線に対し、企業の責任を果たす自社の
メディアとして期待され始めました。
　・他のメディアより早く鮮度の高い情報提供
　・品質管理などに関する取り組みの表明
　・商品・成分に関する詳細情報の開示
　・お客様の対応窓口

「企業が出したい情報を出すＷｅｂサイト」から、「必
要な情報を必要な人へ、その人のわかる言葉で提供
するＷｅｂサイト」へ企業Ｗｅｂサイトの在り方だ
と思います。
　「必要な情報を必要な人へ」つまりこれはユーザ
の捉え方も、「単にＷｅｂサイトを訪問してくれる
人」ではなく、次のように区分して考えるべきです。
　・自らの企業にはどのようなユーザがいるか
　・それらのユーザはどのような問題を抱えているか
　・抱えている問題をどのように解決できるか
　・解決方法のうち、Ｗｅｂサイト出来ること・出
　　来ないことは何か
これらを整理することがＷｅｂサイト戦略立案にな
ります。アクセス数やページビュー、検索結果の順
位向上だけの数字で一喜一憂してはいけません。必
要なのは、それらの数字がビジネスとしてどのよう
な意味を持つかを知り、ビジネスとしての状態を把
握することでしょう。
　さらに詳しく書き出すと、一冊の本が出来上がっ
てしまうので、このあたりで話は終わりです。つた
ない文章でしたが、読んでいただいてありがとうご
ざいました。

「自社のホームページは間違っていませんか」 佐世保支部　ＳＴＳＯＬ　永末 勝宏
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３月例会案内
●長崎支部　浦上地区会

日 時 ３月２１日（木）午後６時３０分
会 場 ギャリーヘキサ
テ ー マ 「守破離」

　石橋をたたかなくても渡ります
報 告 者 外尾冷菓　三代目

　小坂　元一　会員

高校卒業後、住宅メーカーに入社し三年勤務の頃、ふと自分がサ
ラリーマンには向かない事に気づき当てもなく退社。
当時流行っていたフリーマーケットで衣料とアクセサリーの商売
を開始。韓国・中国・タイ・ベトナムなどで仕入れ日本で販売す
るという生活を開始、長崎駅新築に当りアミュプラザ長崎にアク
セサリーと雑貨で４年間出店。ふとしたきっかけでチリンチリン
アイス外尾冷菓の跡目話が舞い込み、歴史があるぶん迷いに迷っ
た末ご縁を感じ受諾。長崎のお土産トップにしたくがんばる姿を
「守破離」武道の世界の言葉を借りてご報告いただきます。

●長崎支部　出島地区会

日 時 ３月２７日（水）午後６時３０分
会 場 サンプリエール
テ ー マ 同友会との出会い

〜スタッフやお客様とのあり方を
　考えさせられて〜

報 告 者 トータルオフィス　代表者
　中原　一也　会員

独立志望はなく、身の回りの環境の変化によりやもなく独立開業。
開業当初より「従業員同士の人間関係」「従業員としてのお客様
との関係」の延長で甘い心構え・姿勢でのスタートでした。
同友会と出会い「仕事外」で多くの経営者の方とお話をする機会
を得、スタッフとのありかた、お客様との向き合い方を考えるきっ
かけとなりました。
現在はパート２名で正社員もおらず、経営指針の作成もまだです
が、今後も同友会で多くの事を学び、企業としての位置づけを明
確なものにしていきたいと迷走・奮闘中とのことです。顧客との
関係強化の経営課題をご報告いただきます。

●諫早支部

日 時 ３月２２日（金）午後７時
会 場 諫早観光ホテル　道具屋
テ ー マ ＳＮＳ勉強会
報 告 者 （有）ＰＣサポート　専務取締役

　小濱　新一　会員（大村支部）
フェイスブックやツイッター等のＳＮＳを最近利用している方が
増えていますが、どのような利点や利用の仕方があるのかを分か
り易く報告していただき、これらを利用したビジネスを検証して
みたいと思います。さらにスマートフォンたタブレット等の携帯
端末についての情報も合わせて会員の皆様に知っていただければ
と思います。

●島原支部

日 時 ３月２３日（土）午後１時
会 場 福岡　若竹屋
内 容 移動例会
福岡同友会の若竹屋さんを訪問し移動例会を行います。
夜は親睦会を福岡で開催します。

●佐世保支部

日 時 ３月２２日（金）午後７時
会 場 佐世保市民会館
テ ー マ これからのコミュニケーションの

考え方
報 告 者 YS-TECH システムソリューション

（iSOLUTION JAPAN）
　八並　学　会員

情報社会といわれるようになり正確かつスピードが求められる近
年人と人とのつながりを大切にしながら円滑な企業運営を図るた
めにのコミュニケーションのいろいろな形を話し合えたらと考え
ます。

●大村支部

日 時 ３月２１日（木）午後６時３０分
会 場 長崎インターナショナルホテル
内 容 経営体験報告（仮）
報 告 者 （有）栄光式典社　専務取締役

　西村　浩文　会員（専務理事）

若くして長崎同友会の専務理事としてご活躍の西村さん。その本
業は、カトリック専門の葬儀社です。独占企業と思われがちな業
種ですが、経営のご苦労は数多いはず。
西村さんの考える同友会の今と将来、また青年経営者会の活動も
含めてご報告いただきます。

●北松浦支部

日 時 ３月２１日（木）午後７時
会 場 サンパーク吉井
テ ー マ 道経一体思想
報 告 者 （株）野田ミート

　野田　好秋　氏

道徳と経済の一体思想について掘り下げる。

●青年経営者会

日 時 ３月２０日（水）午前１０時
会 場 唐八景
内 容 春一番、ハタ揚げ大会
今年も、毎年恒例のハタ揚げ大会を開催します。
長崎の３園の子どもたちを招待し、ハタ揚げを通じ、長崎の伝統
文化に親しむ中で親睦を深め、楽しい１日をみんなで過ごしたい
と思います。是非、ご参加の程をお願いします。
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理事会報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
２０１３年２月理事会　議事録　抜粋
　１月３０日 ( 木 )　つくば倶楽部

開会挨拶－松尾代表理事
陶磁器の「表札」作りに特化して、顧客のどんな要望にも対応さ
れている企業があります。
経営のひとつの手法ではありますが、いかなる厳しい経済環境の
中でもオンリーワンで市場を開拓すればこれほどの強みはないと
思いましたので紹介させて頂きました。

仲間づくりについて
１）入会７名、交代と同時に復会１名を承認

２）仲間づくりの進捗状況・具体的活動状況について

報告・連絡事項
１）１月　県本部・各委員会・各支部・各地区会等の活動状況に

ついて

２）例会について（更なる例会の充実をめざして）
　　－尾崎例会委員長

・「例会企画書」の提出期限厳守にご協力願います。
・提出先は、私と情報広報委員会と同友会事務局の３先で

す。お間違いなき様お願いします。
・今期は、基本である「会員による経営体験報告」を中心に

して頂いたことをありがたく思います。
・県例会委員会は、あくまで支部例会の支援を行う立場であ

ると思っていますが、方向性を同じくすべき部分はご協力
頂きたいと思います。

・来期は、さらなる充実化のために、県例会委員会に例会委
員長だけでなく、支部役員の方にも多く参加して頂きたい
と思っています。よろしくお願いします。

３）五島支部設立　進捗状況報告－松田支部設置委員長
・１月７日（月）　五島市商工会議所青年部役員会にて和田

会員（諫早支部）が同友会の説明を行いました。
・１月、２月は招待例会月間としています。諫早支部例会に

（有）五島観光タクシー　辻　千穂子氏に参加頂きまし
た。条例に関する例会内容も非常に関心を高く持って頂き
良かったと思います。

・３月に「同友会を知る会」を開催します。商工会議所（会
員７００名）の広報誌に案内チラシを同封してもらう予定
です。グループ長、発表者等の応援も含め、ぜひ、多くの
方に参加して盛り上げて頂きたいと思います。

４）中同協関係の件
①主要行事の紹介と参加促進
②中同協　幹事会（１月１１・１２日）参加報告－松尾代表

理事、金井副代表理事、山田事務局長

５）会費滞納者に関して－吉田財務委員長
３ヶ月以上の滞納者はなし。

６）その他
①松尾代表理事より長崎県産業デザインネットワーク交流会

（２月１９日（火））の情報提供あり。
②Ｖ・ファーレン長崎から「キックオフパーティー」（２月

１８日（月））の案内があり、金井副代表理事が出席され
ます。

③中同協　ＤｏｙｕＮｅｗｓ　「共に育つ」に土井共育委員
長が登場されます。（２月１３日（水）配信予定）

協議・承認事項
１）来期に向けて－松尾代表理事

①組織構成・人事体制
情報広報委員長－多田　長三郎会員（長崎支部　浦上地区
会）－承認

②役員研修会・来期活動計画検討会　内容変更について
　（２月２日（土））－承認

来期の活動をよりよきものとするために、『下記３項目につ
いて、問題提起（１５分程度）を受けてのグループディス
カッションと発表』。（各項目１時間）

（１）役員としての心構え－報告　松田相談役
（２）例会づくり－報告　尾崎例会委員長
（３）仲間づくり－報告　山領仲間づくり委員長（内定）

※委員会別ではなく、全参加者によるグループ割を行いま
す。

③定時総会について（４月２０日（土））
今回提案内容－承認
（１）会場－ホテルニュー長崎（ＪＲ長崎駅隣）
（２）会費－２，０００円
（３）タイムスケジュール
　　　１５時開会
　　　１６時～記念講演
　　　１７時３０分～懇親交流会
（４）動員目標－２００名

（長崎９０、大村２２、諫早２３、島原１５、
佐世保３８、北松浦１２）

（５）交通費補助（一人当たり）
　　　５００円（大村・諫早）
　　　１，０００円（島原・佐世保・北松浦）
（６）役割分担の決定（受付・司会・議長等の選任）
　　　「三役一任」

２）来期予算について－吉田財務委員長

①理事交通費（理事会・三役会、支給は年度末）の改正提案
－承認

②「期首５００名・組織強化基金２００万円取崩し」による
予算案（大枠）－承認

３）ビジョン案について－松尾代表理事－継続審議

ビジョン委員会より、今期の検討の結果として「第４次（５
年後）ビジョン案」を提出して頂きました。
これをたたき台として検討を続けて行きたいと思いますの
で、委員長各位をはじめ多くの方に意見を出して頂く様お願
いします。

４）創立４０周年記念植樹開催について－岩崎実行委員長

植樹の費用補助として「特別活動費（２０万円）の申請」
あり－承認

今回、１０年前と同じ場所（南島原市深江町　さくらパーク）
で３月９日（土）に開催します。
奮ってのご参加よろしくお願い致します。

閉会挨拶－金井副代表理事
本日は予算やビジョン等重要な議案を活発に議論頂いたことは良
かったと思います。全研への５４名もの参加は長崎同友会の進化
を感じます。来期に向けて各支部の活発な活動に期待します。

会　員　数（１月３０日現在）

目　標 期　首 現　在

長 崎 ２２９ １８２ １８５

（ 浦 上 ） １０９ ９１ ９７

（ 出 島 ） １２０ ９１ ８８

大 村 ５５ ４６ ４７

諫 早 ６０ ４５ ５２

島 原 ４０ ３０ ３３

佐 世 保 １００ ６９ ８０

北 松 浦 ４０ ２９ ２９

合 計 ５２４ ４０１ ４２６


